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12日（金）の授業参観・家庭教育学級（救命

救急法）には多数出席いただき、ありがとうご

ざいました。100％に近いご参加ありがとうござ

いました。授業を見られた感想はいかがでした

でしょうか。４月から比較すると、成長が伺え

たのではないでしょうか。子どもたちは、地域

や保護者の方々から見てもらい、励ましの言葉

をいただくのを楽しみにしています。このよう

なことの積み重ねが、こどもたちの「豊かなの

心」の育成につながっていきますので、今後と

も、ご協力をお願いします。尚、前期前半の中

で、お困りのこと等

ありましたら、教育

相談会を行いますの

で、遠慮なくお申込

みください。

4月8日（月）の始業式から始まり、入学式（4/9）、歓迎遠足（4/12）、授業参観（4/20）、

家庭訪問（4/22～）、交通教室（4/26）、鼻ぐり井手子どもガイド（5/11）、運動会（5/25）、

不審者避難訓練（6/4）、プール開き（6/10）、鼻ぐり井手子どもガイド養成講座開講式（6

/14）、みなみっこ集会（6/27）、校内童話発表会（6/28）、他にもサウスくんデイなど、い

ろいろな行事があり、活躍する子どもたちの姿を見ることができました。また、学校の中

心的活動である日々の授業では、各担任の先生と共に、真剣に学習に取り組む子どもたち

の姿がありました。休み時間や放課後は、学年関係なく運動場を駆け回ったり、遊具で楽

しく遊んだりしてる姿や、グリンパークの野菜のお世話を欠かさず行っている姿も見るこ

とができました。これらの１つ１つの活動がつながりあって、子どもたちは成長できたと

感じております。このような日々の教育活動が、安心・安全で充実できたのも、地域の皆

様の献身的な見守りや、家庭での温かい言葉かけや支援があったからこそだと思います。

心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

ところで、子どもたちと過ごす中で感じましたことは、南小の児童が純朴で素直なこと

です。男女関係なく、また学年関係なく仲良く関わり合うことができます。仕事面でも、

言われたことはきちんとやることができます。先生にも、いろんなお話をたくさんしてく

れます。このように、子ども同士の距離や、教師と子どもの距離が近い学校は、あまりな

いと思います。逆に、そのことがマイナス面で出ることもあります。「もうこれくらいで

よかろう。」「自分には無理だろう。」と、あきらめが早い部分があるようにも感じます。

また、周りに流されたり、人任せにしたりする時もあるように思います。南小の子どもた

ちは、地域や家庭に支えられ、良い面を沢山持っています。その良い面を、さらに伸ばせ

るように、全職員でしっかり見ていきます。今後ともご協力をよろしくお願いします。

10日（水）に地域の老人福祉施設の方５名が来校

され、「お守り代わりにしてください。」と交通安全

の切り絵を１年生に持って来られました。子どもた

ちは、おばあちゃんたちと話をしたり、交流したり

する中で、優しさに触れ、

楽しい一時を過ごすことができ

ました。

【町ＰＴＡ親睦レクリエーション】
7日（日）町PTA主催の親睦ミニバレー大会があり

ました。PTA有志と職員数名で2チーム作り、アタッ

クなしの部に参加しました。Cチームの方は、準優勝

でした。練習も含め楽しい一時を過ごすことができ

ました。教育活動充実に向けて、PTAとの関係性をさ

らに深めていければと思います。

ご協力ありがとうございました。


